
１． ボーイスカウトについて 

理念  

・青少年のための自発的で非政治的、教育的運動 

 ・人種、宗教、信条の区別なく全ての人に開かれている 

特徴 

・団体活動 

集団（組・班）の中で活動 

 ・自然と触れ合える野外環境の中での活動 

   自然の中でのキャンプを通じて生活の基礎、知恵を体験する 

はじまり 

 ・1907年（明治 40年）ボーイスカウトの創始者ロバート・ベーデン‐パウエル卿 

はイギリスのブラウンシー島に 20人の少年たちを集めて実験キャンプを行いまし 

た。これがボーイスカウト運動の始まりにあたります。 

   ・1922年フランスのパリで世界会議が開催され、世界的な組織となりました。 

    日本連盟もこの年に創立され、ボーイスカウト国際事務局に正式加盟しました。 

   ・現在、加盟国は 155カ国、加盟員は約 2,800万人（日本連盟加盟員は約 20万人） 

２． ボーイスカウトの構成 

・ボーイスカウト日本連盟―香川連盟―香川東地区―高松第 10団 

・年齢に応じて 5部門より構成される 

 ビーバースカウト   小学校入学直前の 1月～小学校 2年生 

カブスカウト     小学校 2年生 9月～小学校 5年生 8月 

ボーイスカウト    小学校 5年生 9月～中学校 3年生 8月 

ベンチャースカウト  中学校 3年生 9月～高校 3年生 

 ローバースカウト   18歳以上 

３． 高松第 10団について 

発足 

・1963年（昭和 38年）に養福寺前住職の近藤順良氏が始めました。 

・以前より活動中の日曜学校を世界組織の団体活動に発展できないかと模索中に 

 ボーイスカウト活動に出会いました。 

 当時ボーイスカウト活動は男子のみの活動でしたので、女子も活動できるよう 

 我が高松第 10団独自のシステムとしてガールケア隊を創設しました。 

活動 

・土、日曜日 祝祭日中心の活動（2、3回／ 月） 

・隊集会（基本訓練、工作、ゲーム等） サマーキャンプ 舎営訓練  

 奉仕活動（清掃活動、身障者スポーツ大会等）  

 お月見フェスティバル 除夜の鐘つき 

費用 

・入隊費   3,000円 

・活動費   第 1子 8,000円／年  第 2子以降 4,000円／年  

・登録費   男子 4,000円／年   女子 500円／年 

・制服貸出費 カブ、ビーバー、ガールケア 2,000円（最回のみ）、ボーイスカウト以降は個人購入 

       ソックス、キャップは個人購入 


